
甲府城跡（舞鶴城公園）（甲府市） 築城年代：天正11年（1583年）、築城者：徳川家康

　　　　　　これは南側から北東方向に見た甲府城跡



　　同じく北方向に見た甲府城跡



　　同じく北西方向に見た甲府城跡



　水堀を西側から東方向に見たところ



　　左手から水堀を渡って城内に入る



　　　右手方向が日本庭園や自由広場となっている「鍛冶曲輪」



　　　この建物は恩賜林記念館



さて、「鍛冶曲輪門」→「鍛冶曲輪」→「坂下門跡」→「二の丸」→「中の門跡」→「天守曲輪」→「稲荷曲輪」→「稲荷曲輪門」→「数寄屋櫓跡」→
「数寄屋曲輪跡」→「庄城稲荷跡」→「本丸櫓跡」→「本丸」→「天守台」→「鉄門跡」→「内松陰門」の順で見てみよう





　　　まず、ここが「鍛冶曲輪門」



　　　　　前方に説明坂がある



　　ここから「鍛冶曲輪」へと進もう





門を潜った正面



　　　　　振り返って見たところ



　　　　　　そこで左手を見たところ



　　まっすぐ進み恩賜林記念館を通り過ぎた所が日本庭園となっている「鍛冶曲輪」/左手に3段になった石垣と謝恩塔が見える



　　　　　この階段を登って左手に折れると「坂下門跡」に至る/後程行ってみよう



　　　　　　　ここは東方向に進んだ所にある自由広場となっている「鍛冶曲輪」/前方に「数寄屋曲輪」に登る階段が見える



その階段をアップで見たところ/この上が「数寄屋曲輪」で右手が「数寄屋櫓跡」/こちらへは後程行ってみよう



　　　左手を見ると「天守曲輪」の石垣が見える/右下に井戸のようなものがある



　　　　「天守曲輪」の石垣下を西方向に登って行こう/左手が「坂下門跡」方向



　　　　高石垣を見上げたところ



　　　　　　　ここが「坂下門跡」/前方に説明坂がある





　　　　　前方左手の建物が見える所が「二の丸」/すぐ右手に折れると「中の門跡」/謝恩塔の立っている所は「本丸」のエリア



　　　　左手のこちらが「二の丸」



　　右手のこちらが「中の門跡」/前方に見える建物は「鉄門跡」に復元された鉄門



　この建物は「二の丸」にある武徳殿



　　右手を見ると「本丸」のエリアに立つ謝恩塔が見える



　　本丸の石垣は3段構造になっている/この先に進むと「内松陰門」がある/そちらへは後程行ってみよう



　　反対側から石垣を見たところ



　　　　　　こちらは「中の門跡」/左手に説明坂がある





　　　　　階段を登った所が「天守曲輪」/左手の階段は「鉄門跡」へ登る階段



　振り返って「中の門跡」を見たところ



　　　そこで左手を見ると櫓跡のようなスペースがあった



　階段の上の建物は「鉄門跡」に復元された鉄門/右手に説明坂が立っている/この上には後程行ってみよう





　　　　　さて、「天守曲輪」から東方向へ進んでみよう



　　　ここは「本丸」エリアにある「天守台」の南東隅の石垣/正面に説明坂がある





　　右手を見ると小規模な建物跡のようなスペースがあった



　これはそこで振り返って北方向を見たところで、「天守台」の石垣を回り込んで進む/石垣の隅角部の「算木積み」が見て取れる



　　　少し進んだここは「天守台」の北東隅の石垣の所で、左手を上って行くと「本丸」、右手を下って行くと「稲荷曲輪」へと至る



　さて、「本丸」、「稲荷曲輪」へ行く前に最初の「鍛冶曲輪」からこの階段を登って「数寄屋曲輪」、「数寄屋櫓跡」へ進んでみよう



　　振り返って自由広場となっている「鍛冶曲輪」を東側から西方向に見たところ



　　　　　　すると、右手の斜面に「石切場跡」があった/右手に説明坂がある





　　こんな塩梅



　さて、ここが階段を登った所の「数寄屋曲輪」/説明坂がある





　　　右手のここが「数寄屋櫓跡」



　　　　　反対側から見たところ



　　そこから「本丸」方向を見たところ



左手の「鍛冶曲輪」を見下ろしたところ



　　さて、このエリアが「数寄屋曲輪」のエリア/南東側から北西方向に見たところ



　　　　　　北西方向に進み、土塀の間の先に出た所が「稲荷曲輪」のエリア



　　ここが「稲荷曲輪」東側/東側から西方向に見たところ



　　　　正面は「天守台」の石垣



　　　その手前のこの辺りが「庄城稲荷」があったと云う/足元に説明坂がある





　　その左手に「稲荷曲輪門」がある/門の外へ出てみよう



　これが下から見上げた「稲荷曲輪門」



　　　　　　説明坂がある/正面は「天守曲輪」の先を東方向に進んだ所にあった小規模な建物跡のようなスペースの石垣





　　　小規模な枡形になっている



　　右手を見たところ/ここを下って行くと先に見たの「石切場跡」や「水溜跡」がある



　正面の石垣



　　右手を見ると「稲荷曲輪」東側



　　その「稲荷曲輪」東側を西側から東方向に見たところ



　　　　これは左手にある「二重の石垣」/説明坂がある





　　こんな塩梅



　さて、ここは「稲荷曲輪」の北西側で、ここから「本丸」へと登る道と「稲荷曲輪」北側へ進む道とがある/正面に標柱が立っている



　　　　「史跡　甲府城跡」とある



　　　こちらが「本丸」へと登る道



　　　　こちらは「稲荷曲輪」北側へ進む道/「稲荷曲輪」北側の左前方に「稲荷櫓」が見える/左手に何故か仮囲いがあった



　　　その仮囲いを「本丸」から見たところ/囲いの中の建物の屋根が焼けている



アップで見たところ/この建物は「稲荷曲輪」北側の「煙硝鞍跡」に建てたトイレで、小火があったようだ/左手下にあるのは井戸跡



　　これが「稲荷曲輪」北側の北東側に位置する「稲荷櫓」





　　　左手には「稲荷櫓」の部材のモックアップがあった





　　石垣には線刻画もあるらしい



　「稲荷櫓」の中は資料館になっていた



そこから西方向に「稲荷曲輪」北側を見たところ/左手が「本丸」



　　傍には石に楔を打ち込んだ状態の石と、それを鑿で叩いて割った後の状態の石が並べて置いてある



　　　　ここは「稲荷櫓」の南側にある、石垣の間を抜けて下へ降りて行く坂道



　　　　　さて、ここは「本丸」の北西にある「内松陰門」



　　　右手を見たところ/このエリアは「屋形曲輪」らしい



　　　　　　中へ進んでみよう



　　　　　正面は「本丸」の石垣



　　階段を登り、右手に折れて登って行くと「本丸」へと至る



ここを登って更に左手に登ると「銅門跡」を通り、「本丸」に至る



　「内松陰門」を横から見たところ/説明坂がある/ここで振り返ると「二の丸」のエリア





さて、いよいよここから「本丸」へと進もう/左手は「本丸」の石垣



　　　　　　正面は「本丸櫓跡」





　　これは「本丸」の北西側から「天守台」の石垣を見たところ



　正面は「本丸」の北側の石垣にある「暗渠」/説明坂がある





　　　この石垣の下の穴が「暗渠」



　　　　その北側の石垣越しに北西方向を見たところ/この方向が甲府駅で「楽屋曲輪」、「清水曲輪」のあったエリアのようだ



同じく北方向を見たところ/「稲荷曲輪」北側の仮囲いに囲まれた「煙硝鞍跡」に建てたトイレと井戸跡が見える/前方左手には歴史
公園の山手渡櫓門も見える



　　　　その歴史公園の山手渡櫓門をアップで見たところ



　　同じく北東方向を見たところ/右手に「稲荷曲輪」北側にある「稲荷櫓」が見える



　　　　さて、これは「本丸」を北側から南方向に見たところ/右手に「鉄門」が見える/左手が「天守台」



　　　　　　　これは南西側から「天守台」を見たところ



　　さて、「天守台」に登ってみよう



　　階段を登ると正面に説明坂がある





　　　　　　そこで右手に「天守台」中央部を見たところ



　　　　反対方向に見たところ



　　これは「天守台」の上に立って北西方向を見たところ



　　　　こんな標柱が立っていた



　　登って来た所を見下ろしたところ



　　　　「天守台」から「本丸」を西方向に見下ろしたところ



同じく南側ですぐ下にある、「天守曲輪」の先を東方向に進んだ所にあった小規模な建物跡のようなスペースと、更にその下にある
「鍛冶曲輪」を見たところ



　　　同じく東側で「稲荷曲輪」東側を見下ろしたところ/正面遠方に塔が見える



　　　　アップで見たところ/長禅寺の五重塔であろうか



　　　　これは北東方向の「稲荷櫓」を見下ろしたところ



　さて、これが「鉄門」/左手の階段を登ると見晴らし台があり、そこから「鉄門」の2階にある展示室に入れる



　　「鉄門」から「本丸」内を見たところ



　　　　　北東方向に「本丸」と「天守台」を見たところ



「鉄門」の2階にある展示室に入ってみよう















　展示室を出て見晴らし台から北東方向に天守台を見たところ



　　　　　　見晴らし台で南東方向を見下ろしたところ



　　　　　　左手の「本丸」の石垣を見下ろしたところ



　　同じく南方向を見下ろしたところ



　　　　同じく南西方向を見下ろしたところ/すぐ下は「中の門跡」とその左手の櫓跡のようなスペース



　　　　　さて、これは「本丸」の南西隅にある謝恩塔



　　　　　こんな塩梅



これは謝恩塔の付近から北方向を見下ろしたところで正面の坂は左手の「内松陰門」から登って来る所で、手前右手の階段を登る
と「本丸」手前の「銅門跡」がある



　　　　　これは左手の「内松陰門」を見下ろしたところ



　　　さて、最後に周囲を回ってみよう/これは南側から見たところで、正面の橋は遊亀橋という新しい橋（当時の橋ではない）



　　その橋から右手を見たところ



　　　　　橋を渡り切ったところ



　　　　振り返って遊亀橋を見たところ



　　　　そこで右手を見たところ



　　　　　　ここは南東の角/右手方向へ進んでみよう



　正面の石垣の上は「数寄屋曲輪」の「数寄屋櫓跡」のエリア



　　　道路を城跡を回り込むように進むと「稲荷曲輪」東側の「稲荷櫓」が見えた



　　　元に戻る途中、「稲荷曲輪」南側の石垣を見たところ



　近づいて見たところ/説明坂があった





　　　その高石垣（築城時の野面積み石垣）を見たところ



　　その左手を見ると「数寄屋曲輪」の石垣が続いている
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